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(57)【要約】
【課題】ＡＳＬの算出機能を備えた汎用映像処理チップ
を利用して、ＡＬＬの近似値を算出することができる液
晶表示装置を提供する。
【解決手段】近似ＡＬＬ算出部１５は、信号レベルにγ
処理を施し、γ処理が施された信号レベルの総和を全画
素数で除算した値に、映像フレームにおける色付き画素
数の割合に対応する補正係数を乗算した値、即ち、ＡＬ
Ｌ（Ｙ）’を算出する。そして、バックライト輝度制御
部１６は、近似ＡＬＬ算出部１５によって算出されたＡ
ＬＬ（Ｙ）’、及び、輝度グラフ（５６）に基づき、バ
ックライト１７の発光輝度を制御する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する液晶パネルと、当該液晶パネルを照射する光源とを備え、入力映像信号
の特徴量に応じて前記光源の発光輝度を可変制御する液晶表示装置であって、
　前記特徴量は、映像フレーム毎に、γ処理が施された信号レベルに、前記映像フレーム
における色付き画素数の割合に応じた補正係数を乗算した量であることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】
　映像フレームにおける各画素の信号レベルを算出する信号レベル算出部と、
　前記算出された信号レベルにγ処理を施す演算部と、
　前記映像フレームにおける色付き画素数の割合と補正係数との対応関係を記録したメモ
リ（テーブル）を備え、
　前記映像フレーム毎に、前記演算部によってγ処理が施された信号レベルの総和を全画
素数で除算した値に、前記テーブルを参照し当該映像フレームにおける色付き画素数の割
合に対応する補正係数を乗算することによって前記特徴量を算出することを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記信号レベル算出部は、信号レベル毎に、当該信号レベルを持つ画素の数が記録され
たヒストグラムを生成し、
　前記演算部は、前記信号レベル毎にγ処理補正係数が記録されたルックアップテーブル
を備え、前記ヒストグラムにおける信号レベル毎の画素数に前記ルックアップテーブルに
おける当該信号レベル毎のγ処理補正係数を乗算した値の総和を算出し、全画素数で除算
することを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の光源における発光輝度の可変制御に係わり、特に、発光輝度
の可変制御用の計算処理を簡略化した液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像を表示する液晶パネルと、当該液晶パネルを照射する光源（以下、バックライトと
記す）とを備えた液晶表示装置におけるバックライトの発光輝度制御は、入力映像信号の
特徴量、例えば、１映像フレームを構成する各画素の輝度レベルの総和を全画素数で除算
し平均化したＡＰＬ（Average Picture Level:平均輝度レベル）に応じて実行される（特
許文献１参照）。
　前記発光輝度制御においては、ＡＰＬが大きい画像（明るい画像）を表示する場合、バ
ックライト輝度を下げ、一方、ＡＰＬが小さい画像（暗い画像）を表示する場合、バック
ライト輝度を上げる。
【特許文献１】特開２００８－１２９２５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、前記ＡＰＬを算出する手法（数式）としては、主に、二つの手法がある。
　一つ目は、映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）そのものの画像平均信号レベルを算出するＡＳＬ（
Average Signal Level:画像平均信号レベル）を用いる手法であり、計算式を［数１］に
示す。
【０００４】
【数１】
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【０００５】
　二つ目は、液晶パネルの表示（発光）特性を考慮し、映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に所定の
処理、例えばγ処理を施すことにより、表示画像の平均輝度レベルを算出するＡＬＬ（Av
erage Luminance Level:画像平均輝度レベル）を用いる手法であり、計算式を［数２］に
示す。
【０００６】
【数２】

【０００７】
　一般的に、液晶表示装置においては、計算処理が簡略なＡＳＬを用いて算出された値（
以下、ＡＳＬ（Ｙ）と記す）に基づいてバックライトの輝度制御が行われる。
【０００８】
　しかし、ＡＳＬ（Ｙ）に基づいてバックライトの輝度制御をするよりも、液晶パネルの
発光特性を考慮したＡＬＬを用いて算出された値（以下、ＡＬＬ（Ｙ）と記す）に基づい
てバックライトの輝度制御をしたほうが、液晶パネルに映像を表示する場合、視覚上好ま
しい。
【０００９】
　しかし、ＡＬＬ（Ｙ）の場合は［数２］からも明らかなように、ＡＬＬ（Ｙ）を算出す
るに当たり、ＲＧＢのそれぞれに対してγ処理（ガンマ処理）を施しているため、複雑な
計算処理を実行しなければならない。
【００１０】
　それ故、ＡＬＬ（Ｙ）を算出する場合、一般の液晶表示装置に搭載されている、ＡＳＬ
（Ｙ）の算出機能を備えた汎用映像処理チップを利用することができず、ＡＬＬ計算用の
専用映像処理チップを搭載しなければならない。
【００１１】
　しかし、専用映像処理チップを開発・搭載すると、液晶表示装置の製品価格が上昇する
。
【００１２】
　本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、ＡＳＬ（Ｙ）の算出機能を備えた
汎用映像処理チップを利用して、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値を算出することができる液晶表示
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　第１の技術手段は、映像を表示する液晶パネルと、当該液晶パネルを照射する光源とを
備え、入力映像信号の特徴量に応じて前記光源の発光輝度を可変制御する液晶表示装置で
あって、前記特徴量は、映像フレーム毎に、γ処理が施された信号レベルに、前記映像フ
レームにおける色付き画素数の割合に応じた補正係数を乗算した量であることを特徴とす
る液晶表示装置である。
【００１４】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、映像フレームにおける各画素の信号レベ
ルを算出する信号レベル算出部と、前記算出された信号レベルにγ処理を施す演算部と、
前記映像フレームにおける色付き画素数の割合と補正係数との対応関係を記録したメモリ
（テーブル）を備え、前記映像フレーム毎に、前記演算部によってγ処理が施された信号
レベルの総和を全画素数で除算した値に、前記テーブルを参照し当該映像フレームにおけ
る色付き画素数の割合に対応する補正係数を乗算することによって前記特徴量を算出する
ことを特徴とするものである。
【００１５】
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　第３の技術手段は、第２の技術手段において、前記信号レベル算出部は、信号レベル毎
に、当該信号レベルを持つ画素の数が記録されたヒストグラムを生成し、前記演算部は、
前記信号レベル毎にγ処理補正係数が記録されたルックアップテーブルを備え、前記ヒス
トグラムにおける信号レベル毎の画素数に前記ルックアップテーブルにおける当該信号レ
ベル毎のγ処理補正係数を乗算した値の総和を算出し、全画素数で除算することを特徴と
するものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の液晶表示装置は、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値に基づきバックライトの発光輝度を可
変制御するので、液晶パネルに表示される画像に対しより忠実にバックライトの発光輝度
を可変制御することができる。また、従来の液晶表示装置に搭載されている汎用映像処理
チップを利用して、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値を算出することができるので、ＡＬＬ（Ｙ）計
算用の専用映像処理チップを搭載しなくてもよく、製品価格が上昇することがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明に係わる液晶表示装置のバックライト発光輝度を制御する手法について説明する
。
　ここでは、液晶表示装置に入力された１映像フレームに対するバックライトの発光輝度
を可変制御する場合を例示する。
【００１８】
　前述したように、現在の汎用映像処理チップを利用して、［数２］によってＡＬＬ（Ｙ
）を算出することは非常に困難である。
　そこで、本発明に係わる液晶表示装置においては、１映像フレームの各画素に対して［
数１］によって算出されたＡＳＬ（Ｙ）に、所定の計算処理、例えばγ処理を施し、更に
、補正係数を乗算することによって、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値（以下、ＡＬＬ（Ｙ）’と記
す）を算出する。
　そして、ＡＬＬ（Ｙ）’に基づき、バックライトの発光輝度を可変制御する。
【００１９】
　＜補正係数＞
　まず、前記補正係数について説明する。
　ＡＬＬ（Ｙ）の近似値、ＡＬＬ（Ｙ）’を得るために、［数１］に示したＡＳＬ（Ｙ）
そのものにγ処理を施すと［数３］になる。以下、ＡＳＬ（Ｙ）にγ処理を施したものを
ＡＳＬ（Ｙγ）と記す。
【００２０】
【数３】

【００２１】
　ここで、画像（映像フレーム）が、無彩色（黒・白・灰色）、すなわち、Ｒ＝Ｇ＝Ｂ（
＝α）の場合、当該画像に係わるＡＬＬ（Ｙ）は、［数２］のＲ、Ｇ、Ｂに前記αを代入
した際に算出される［数４］になり、
【００２２】

【数４】

【００２３】
　［数３］のＲ、Ｇ、Ｂに前記αを代入した際に算出される式（値）と一致する。
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　このように、前記画像が無彩色の場合には、ＡＳＬ（Ｙ）にγ処理を施せば、ＡＬＬ（
Ｙ）を算出することができるので、補正係数の乗算処理は不要である。
【００２４】
　しかし、前記画像が無彩色でない場合、例えば、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（０，２５５（＝Ｇ
’），０）で表現される緑一色の画像の場合、前記緑一色の画像のＡＬＬ（Ｙ）は、［数
２］のＲ、Ｇ、Ｂに前記Ｇ’を代入した際に算出される［数５］のようになる。
【００２５】
【数５】

【００２６】
　また、前記緑一色の画像のＡＳＬ（Ｙγ）は、［数３］のＲ、Ｇ、Ｂに前記Ｇ’を代入
した際に算出される［数６］のようになる。
【００２７】

【数６】

【００２８】
　上記、［数５］、［数６］の比、つまり、ＡＳＬ（Ｙγ）／ＡＬＬ（Ｙ）は、０.７１
５２１.２＝０.６６８倍、すなわち、約３３％分、両数値は乖離することになる。
【００２９】
　同じく、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，０，０）の赤一色の画像の場合、そして、（Ｒ，
Ｇ，Ｂ）＝（０，０，２５５）の青一色の画像の場合は、それぞれ、８４.４％、９５.７
％乖離する。
【００３０】
　このように、画像の全画素の中で、無彩色でない画素（色付き画素）が多ければ多い程
、ＡＳＬ（Ｙγ）は、ＡＬＬ（Ｙ）から乖離する。
　そこで、画像の全画素数に対する色付き画素数の割合を求め、当該色付き画素数の割合
に応じて、補正係数を決定する。そして、ＡＳＬ（Ｙ）に前記γ処理を施したＡＳＬ（Ｙ
γ）に補正係数を乗算することによって、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値、ＡＬＬ（Ｙ）’を算出
する。
　なお、画像の全画素数に対する色付き画素数の割合の算出方法については、後述する。
【００３１】
　図１は、前記補正係数を決定するための、色付き画素数の割合と補正係数との対応関係
を記録したグラフ５１である。
　図１のグラフ５１では、画像の全画素数に対する色付き画素数の割合が０％～７０％に
大きくなるに従って、補正係数を１.０～１.３に変化させる。
【００３２】
　これは、例えば後述の図７で示すカラーバー画像（ＪＥＩＴＡカラーバー画像）５７ａ
のような全画素数に対する色付き画素数の割合が７０％の画像について、上記の式に基づ
き算出されるＡＬＬ（Ｙ）とＡＳＬ（Ｙγ）の比（ＡＬＬ（Ｙ）／ＡＳＬ（Ｙγ））、１
.３４と対応している。
　一般放送の場合、色付き画素数の割合が約７０％の映像（画像）フレームが最も多く、
また、色の割合も前記カラーバー画像とおおよそ合致している。
【００３３】
　そこで、一般放送において最頻度で送出される、色付き画素数の割合が約７０％の映像
フレームに対する補正係数１.３を基準にして、映像フレームの色付き画素数の割合に応
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じた補正係数をＡＬＬ（Ｙ）に乗算することによって、最適なＡＬＬ（Ｙ）の近似値を算
出することができる。
【００３４】
　色付き画素数の割合が７０％を超えると、補正係数（１.３）を一定にする。
　これは、色付き画素数の割合が７０％前後で変化する映像フレームに対して、色付き画
素数の割合が７０％を超えたときに大きな補正係数を掛けると、補正係数の変化が激し過
ぎるため、表示映像にフリッカ（輝度が不連続に変化して見える）が発生するからである
。
　それ故、色付き画素数の割合が７０％を超えても、補正係数を変化させずに一定にする
。
【００３５】
　このようにして決定した補正係数を、全画素に対して算出したγ処理が施された信号レ
ベルの総和に乗算後、全画素数で除算（規格化）し、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値（特徴量）、
ＡＬＬ（Ｙ）’を算出する。
　そして、算出したＡＬＬ（Ｙ）’に基づき、バックライトの発光輝度を制御する。
【００３６】
　次に、ＡＬＬ（Ｙ）’を算出する、本発明に係わる液晶表示装置について説明する。
　図２は、本発明に係わる液晶表示装置１の機能ブロック図である。
　液晶表示装置１は、映像フレーム毎に、γ処理が施された信号レベルに、前記映像フレ
ームにおける色付き画素数の割合に応じた補正係数を乗算した値、即ち、入力映像信号の
特徴量に応じて前記バックライトの発光輝度を可変制御する。
【００３７】
　１１は、映像フレーム記憶部で、液晶表示装置１に入力される映像フレームを記憶する
。
【００３８】
　１２は、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生成部（信号レベル算出部）で、映像フレ
ーム記憶部１１に記憶された映像フレームを読み出し、当該映像フレームに係わるＡＬＬ
（Ｙ）の近似値を算出するための、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラムを生成する。前記
色差ヒストグラムは、特に、画像の全画素数に対する色付き画素数の割合を算出するため
に用いられる。色差ヒストグラム／Ｙヒストグラムの詳細については後述する。
【００３９】
　前記生成部１２は、前記映像フレームにおける各画素の信号レベル（画像信号レベル）
を算出し、信号レベル毎に、当該信号レベルを持つ画素の数が記録されたヒストグラム（
Ｙヒストグラム）を生成する機能を有する。
　前記信号レベルは、各画素の映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）について、（式１）に示した係数
を乗算した計算式（０．２１２６×Ｒ＋０．７１５２×Ｇ＋０．０７２２×Ｂ）によって
求められる。
　なお、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラムは、汎用映像処理チップによって生成するこ
とができる。
【００４０】
　１３は、色付き画素割合算出部で、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生成部１２によ
って生成された色差ヒストグラムを参照し、画像（映像フレーム）の全画素に対する色付
き画素数の割合を算出する。
　＜色差ヒストグラム＞
　ここで、色付き画素数の割合を算出するために参照される色差ヒストグラムの作成方法
について説明する。
　図３は、色差ヒストグラム５２／Ｙヒストグラムの一例を示す図で、マトリクスＭには
、後述の画素数が記録される。
【００４１】
　横軸は、信号レベルが取りうる値（例えば１６～２３５）を１６段階に区分したものを
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示す。
　縦軸は、当該区分された信号レベルの値を持つ画素の色差値（Ｒ－Ｙ、Ｇ－Ｙ、Ｂ－Ｙ
）が取りうる値（０～２００）を２０段階に区分したものを示す。
　このとき、前記画素の各色差値（Ｒ－Ｙ、Ｇ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）の中から最大値をとる色差
のみに着目し、その他の色差については無視する。
【００４２】
　色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生成部１２は、まず映像フレームにおける各画素の
信号レベルを計算し、前記１６段階に区分した信号レベル（範囲）に属する画素数を、当
該段階毎にカウントする。
【００４３】
　次に、前記区分した信号レベルに属する画素の各色差値（Ｒ－Ｙ、Ｇ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）の
中から最大値をとる色差値のみに着目し、前記２０段階に区分した色差値（範囲）に属す
る画素数を当該段階毎にカウントする。そして、当該段階毎に対応するマトリクスにカウ
ントした画素数を記録する。
　なお、各マトリクスに記録された画素数の総和は、前記映像フレームの全画素数である
。
【００４４】
　例えば、無彩色、白一色の映像フレームに係わる色差ヒストグラムの場合（Ｒ－Ｙ、Ｇ
－Ｙ、Ｂ－Ｙ≒０）にはＭ１（右下）で示すマトリクスに、黒一色の場合にはＭ２（左下
）で示すマトリクスに、映像フレームの全画素数が記録される。なお、映像フレームが、
水平１９２０×垂直１０８０のフルハイビジョンの場合には、前記全画素数として、２０
７３６００（画素）が記録される。
　また、無彩色でない赤一色の映像フレームに係わる色差ヒストグラムの場合には、例え
ば、Ｍ３（左上）で示すマトリクスに全画素数が記録される。
【００４５】
　＜色付き画素数の割合を算出＞
　次に、色付き画素割合算出部１３は、図２の色差ヒストグラム５２を参照し色付き画素
数の割合を算出する。
　色差ヒストグラム５２からも明らかなように、色差ヒストグラム５２の縦軸における０
段階の横マトリクス群Ａに記録された画素数の総和Ｔａは、１映像フレームにおける無彩
色の画素数の総和を示し、また、同１段階～１９段階の横マトリクス群Ｂに記録された画
素数の総和Ｔｂは、１映像フレームにおける色付き画素数の総和を示す。
　従って、１映像フレームにおける色付き画素数の割合Ｃｌは、［数７］に基づき算出で
きる。
【００４６】
【数７】

【００４７】
　色付き画素割合算出部１３は、図２のヒストグラム５２を参照しＴａ及びＴｂを求め、
当該Ｔａ及びＴｂを［数７］に代入することにより、色付き画素数の割合Ｃｌを算出する
。
【００４８】
　図２の１４は、補正係数決定部で、色付き画素数の割合と補正係数との対応関係を記録
したメモリ、例えば、図１の補正係数決定用グラフ５１を備え、色付き画素割合算出部１
３によって算出された１映像フレームにおける色付き画素数の割合、及び、補正係数決定
用グラフ５１に基づき、補正係数を決定する。
　前記１映像フレームにおける色付き画素数の割合が７０％以上の場合には、補正係数と
して１.３が決定される。
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【００４９】
　色付き画素数の割合と補正係数との対応関係を記録する形式は、補正係数決定用グラフ
５１のようなグラフ形式の他にも、テーブル形式でもよい。
【００５０】
　１５は、近似ＡＬＬ算出部（演算部）で、信号レベル（ＡＳＬ（Ｙ））にγ処理を施し
、γ処理が施された信号レベルの総和を全画素数で除算した値に、補正係数決定用グラフ
５１（テーブル）を参照し映像フレームにおける色付き画素数の割合に対応する補正係数
を乗算した値、即ち、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値、ＡＬＬ（Ｙ）’を算出する。
【００５１】
　より詳細に説明すれば、近似ＡＬＬ算出部１５は、信号レベル毎にγ処理補正係数が記
録されたＬＵＴ（ルックアップテーブル）を備え、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生
成部１２によって生成されたＹヒストグラムにおける信号レベル毎の画素数に、前記ＬＵ
Ｔにおける当該信号レベル毎のγ処理補正係数を乗算した値の総和を算出し、全画素数で
除算する。そして、前記全画素数で除算された値に色付き画素数の割合に対応する補正係
数を乗算した値、ＡＬＬ（Ｙ）’を算出する。
【００５２】
　なお、前記除算処理、前記色付き画素数の割合に対応する補正係数の乗算処理の順序は
、これに限定されず、適宜変更できる。
【００５３】
　＜Ｙヒストグラム＞
　まず、前記Ｙヒストグラムについて説明する。
　図４（Ａ）は、図３のマトリクスの記録に基づいた、Ｙヒストグラム５３の一例を示す
図で、横軸は１映像フレームにおける信号レベルの値（０～２５５）、縦軸は当該ＡＳＬ
（Ｙ）の値を持つ画素数（頻度）を示している。
　Ｙヒストグラム５３を参照すれば、信号レベルの値（０～２５５）毎の画素数が分かる
。
【００５４】
　なお、通常は、信号レベルの値は０～２５５ではなく、１６～２３５であるが、ここで
は、計算のため、信号レベルの値１６～２３５を０～２５５に変換（ストレッチ）したヒ
ストグラムについて説明する。
【００５５】
　図４（Ｂ）は、Ｙヒストグラム５３における信号レベルの値を持つ画素数（頻度）を示
した信号レベルテーブル５４を示したものである。
【００５６】
　＜ＬＵＴ＞
　次に、ＬＵＴについて説明する。
【００５７】
　ＬＵＴは、信号レベルにγ処理を施す際の計算処理を簡略化するものである。
　図４（Ｃ）は、γ処理用のＬＵＴ５５の一例を示した図であり、信号レベル毎にＬＵＴ
値（γ処理補正係数）が記録されている。ＬＵＴ値欄は、［数３］を変形した［数８］に
おいて、
【００５８】
【数８】

【００５９】
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　信号レベルを０～２５５まで変化させた場合の値を示す。
　ここで、γ＝２.２、Ｃ＝（１／２５５）１.２である。なお、γ、Ｃの値は、必要に応
じて適宜変更できる。
【００６０】
　近似ＡＬＬ算出部１５は、信号レベルテーブル５４の信号レベル毎の画素数に、当該信
号レベル毎のＬＵＴ値を乗算する。そして、当該乗算値の総和を算出する。
【００６１】
　図４の場合、
　総和は、Ｓｕｍ＝Ｃ×（０×０γ＋…２０００×１００γ＋…１０×２５５γ）となる
。
　そして、算出した総和に、決定した補正係数（例えば１.３）を乗算する。
　最後に、前記乗算により算出した値を、全画素数（フルハイビジョンの場合、２０７３
６００）で除算する。
【００６２】
　このような計算処理によって算出されたＡＬＬ（Ｙ）’（特徴量）は、バックライト輝
度制御部（後述）に出力される。
【００６３】
　図２の１６は、バックライト輝度制御部で、近似ＡＬＬ算出部１５によって算出された
ＡＬＬ（Ｙ）’、及び、図５の輝度グラフ５６に基づき、バックライト（光源）１７の発
光輝度を可変制御する。
　例えば、算出された近似値ＡＬＬ（Ｙ）’の百分率（％）、
　つまり、（ＡＬＬ（Ｙ）’／２５６）×１００（％）が、３０％の場合には、バックラ
イト輝度制御部１６は、図５の輝度グラフ５６を参照し、バックライト１７の発光輝度が
２１０（ｃｄ／ｍ２）になるようにバックライト１７を制御する。
【００６４】
　１８は、液晶表示制御部で、映像フレーム記憶部１１に記憶された映像フレームに所定
の映像処理を施して、液晶パネル１９に出力し、同パネル１９の各画素を駆動する。
【００６５】
　上記のバックライトの制御処理を図６のフロー図を用いて説明する。
　まず、液晶表示装置１に入力された映像フレームを映像フレーム記憶部１１に記憶する
（ステップＳ１）。
　次いで、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生成部１２は、映像フレーム記憶部１１に
記憶された映像フレームに係わる色差ヒストグラム／Ｙヒストグラムを生成する（ステッ
プＳ２）。
【００６６】
　そして、色付き画素割合算出部１３は、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生成部１２
によって作成された色差ヒストグラムを参照し、前記映像フレームにおける色付き画素数
の割合を算出する（ステップＳ３）。補正係数決定部１４は、色付き画素割合算出部１３
によって算出された映像フレームにおける色付き画素数の割合、及び、補正係数決定用グ
ラフ５１に基づき、補正係数を決定する（ステップＳ４）。
【００６７】
　そして、近似ＡＬＬ算出部１５は、色差ヒストグラム／Ｙヒストグラム生成部１２によ
って生成されたＹヒストグラム５３、補正係数決定部１４によって決定された補正係数、
ＬＵＴ５５に基づき、ＡＬＬ（Ｙ）の近似値、ＡＬＬ（Ｙ）’を算出する（ステップＳ５
）。
【００６８】
　次に、バックライト輝度制御部１６は、ステップＳ５において算出されたＡＬＬ（Ｙ）
’及び輝度グラフ５６に基づき、バックライト１７の発光輝度を制御する（ステップＳ６
）。
【００６９】
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　また、ステップＳ２～ステップＳ５の処理と並行して、液晶表示制御部１８は、映像フ
レーム記憶部１１に記憶された映像フレームを読み出して所定の映像処理を施し（ステッ
プＳ７）、液晶パネル１９に出力する（ステップＳ８）。このとき、液晶表示制御部１８
は、液晶パネル１９に、前記映像フレームが表示されるタイミングに合わせて、ステップ
Ｓ６におけるバックライト１７の輝度制御が行われるようにバックライト輝度制御部１６
を制御する。
【００７０】
　最後に、液晶表示装置１に新たに映像フレームが入力されたか否かを判定し（ステップ
Ｓ９）、新たに映像フレームが入力された場合には（ステップＳ９／ＹＥＳ）、ステップ
Ｓ１に戻る。
　新たに映像フレームが入力されない場合には（ステップＳ９／ＮＯ）、処理を終了する
。
【００７１】
　図７は、複数種類の画像に係わる［数２］によって算出されたＡＬＬ（Ｙ）と、当該複
数種類の画像について本発明に係わる液晶表示装置１によって算出されたＡＬＬ（Ｙ）の
近似値ＡＬＬ（Ｙ）’とを比較した結果を示す表５７である。
【００７２】
　５７ａは、ＪＥＩＴＡカラーバー画像を示したもので、当該画像に係わる、［数２］に
よって算出されたＡＬＬ（Ｙ）の値は３０％で、同ＡＬＬ（Ｙ）’は３２.０％である。
他にも、ＪＥＩＴＡ白、ＪＥＩＴＡ黒、ＪＥＩＴＡ灰色、ＪＥＩＴＡ白黒縦縞模様の各値
を示した。
【００７３】
　このように、各画像について、本発明に係わる液晶表示装置１によって算出されたＡＬ
Ｌ（Ｙ）’と［数２］によって算出されたＡＬＬ（Ｙ）の値はほぼ等しく、誤差は視覚上
許容範囲内である。
　一般放送において最頻度で送出される、全画素に対する色付き画素数の割合が約７０％
の映像フレームに対応するＪＥＩＴＡカラーバー画像のＡＬＬ（Ｙ）’の誤差が低く、本
発明に係わる液晶表示装置１で表示される映像について特に視覚上問題はない。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】補正係数を決定するための、色付き画素数の割合と補正係数との対応関係を示し
たグラフである。
【図２】本発明に係わる液晶表示装置の機能ブロック図である。
【図３】色差ヒストグラムの一例を示す図である。
【図４】Ｙヒストグラム、ＬＵＴの一例を示す図である。
【図５】バックライトの発光輝度を制御するための輝度グラフを示した図である。
【図６】バックライトの制御処理を説明するためのフロー図である。
【図７】ＡＬＬ（Ｙ）とＡＬＬ（Ｙ）’とを比較した結果を示す表である。
【符号の説明】
【００７５】
１…液晶表示装置、１１…映像フレーム記憶部、１２…色差ヒストグラム／Ｙヒストグラ
ム生成部（信号レベル算出部）、１３…色付き画素割合算出部、１４…補正係数決定部、
１５…近似ＡＬＬ算出部（演算部）、１６…バックライト輝度制御部、１７…バックライ
ト、１８…液晶表示制御部、１９…液晶パネル、５１…補正係数決定用グラフ、５２…色
差ヒストグラム、５３…Ｙヒストグラム、５４…信号レベルテーブル、５５…ＬＵＴ、５
６…輝度グラフ、５７…比較表。



(11) JP 2010-54756 A 2010.3.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 2010-54756 A 2010.3.11

【図５】 【図６】

【図７】



(13) JP 2010-54756 A 2010.3.11

フロントページの続き

(72)発明者  藤根　俊之
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  奥井　雅博
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H093 NA52  NC42  NC49  NC56  NC59  ND03  ND04  ND06 
　　　　 　　  2H193 ZD22  ZH08 



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2010054756A 公开(公告)日 2010-03-11

申请号 JP2008219052 申请日 2008-08-28

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 能年智治
藤根俊之
奥井雅博

发明人 能年 智治
藤根 俊之
奥井 雅博

IPC分类号 G02F1/133

FI分类号 G02F1/133.535 G02F1/133.575

F-TERM分类号 2H093/NA52 2H093/NC42 2H093/NC49 2H093/NC56 2H093/NC59 2H093/ND03 2H093/ND04 2H093
/ND06 2H193/ZD22 2H193/ZH08 2H193/ZD11 2H193/ZD21 2H193/ZF12 2H193/ZF13 2H193/ZF14 
2H193/ZF16 2H193/ZF17 2H193/ZG02 2H193/ZG48 2H193/ZH23 2H193/ZH40 2H193/ZH57

代理人(译) 冈田裕之
佐野健一郎

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过使用具有ASL的计算功能的通用视频处理芯片来提
供用于计算ALL的近似值的液晶显示器。解决方案：近似ALL计算部分15
将γ处理应用于信号电平，并且计算将与视频帧中的彩色像素的数量的速
率相对应的校正系数乘以除以经受的信号电平的总和的值的值。 γ处理整
个像素数即ALL（Y）&#39;。背光亮度控制部分16基于利用近似ALL计
算部分15和亮度图形（56）计算的ALL（Y）来控制背光17的发光亮
度。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5e41fc3b-de80-4f75-8074-b319f917abab
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042070756/publication/JP2010054756A?q=JP2010054756A

